
「月面の地形についての考察」

國栃天文部月班： 

 遠藤 優太、舟橋 桃子、鈴木 一平（高2）【國學院大學栃木高等学校】 

１，要旨 
 2023年4月28日及び7月29日に本校天体ドームにて撮

像した月の画像から画像処理ソフト「マカリ」を用い

て海と陸それぞれのクレーターの深さと直径を計測

し、その違いについて考察した。また、2023年12月25

日にスリットビューアを用いて月の地形別のスペクト

ルを撮像しその違いを考察した。

２，仮説 
 質量の大きな隕石ほど大きなクレーターを形成し、

隕石の衝突時のエネルギーが熱と力に変わりクレータ

ーを形成する為、クレーターの深さと直径(測定した

データ全て)には相関関係があり、岩石の種類が異な

る為、陸と海での相関関係は異なると考えた。また、

陸と海では構成している岩石の種類が異なるため、ス

ペクトルの波形が異なると考えた。

３，方法 
＜クレーターの深さと直径＞ 

ZWO	ASI294MC カラーCMOSカメラとタカハシ製１

０cm屈折望遠鏡を使用し2023年4月28日及び7月29日に

撮像した画像をすばる画像処理ソフト「マカリ」を用

いてクレーターの深さと直径を求めた。三角関数の定

義より以下の計算式が成り立つ。 

深さ＝太陽高度(tanθ)×影の長さ

クレーターは均一な円形ではないと仮定し、クレータ

ーの半径を均等に4か所測り、平均化したのち直径を

算出した。

＜陸と海のスペクトル＞

ZWO	ASI294MC カラーCMOSカメラ、CELESTRON 
SKYRIS 236C、タカハシ製１０cm屈折望遠鏡、及び

スリットビューアを用いて月のスペクトルを撮像し

(図1)、画像をすばる画像処理ソフト「マカリ」を使

用して月の陸と海のスペクトルを測定した。

４，結果 
＜クレーターの深さと直径＞ 

 測定したクレーター全体の深さと直径には正の相関

が見られた（相関係数0.48）。また、陸と海のそれぞ

れの相関係数にも大きな違いが見られなかった(図

2)。陸：0.48、海：0.49

＜陸と海のスペクトル＞

陸と海のスペクトルの輝度の最大値をそれぞれ比較

すると、陸の方が輝度の値が約60大きいということが

分かった(図3、図4）。 

５，考察 
 図2より陸と海それぞれの相関関係に大きな違いが

見られなかったため、クレーターの形状について場所

による違いはないと考える。また、図3及び図4より波

長のピークの違いが見られなかったため、輝度の違い

はあるものの陸と海による吸収した光の波長に違いは

ないと考えた。 

６，展望 
 直径と深さについて計測したクレーターのデータ数

を増やし、本研究時の相関係数との変化を調べ、再度

結果を考察したいと考えている。 

また、今回得られたスペクトルを太陽光のスペクトル

と比較し、どの波長の光が吸収されているかを調べた

い。 

７，参考文献・引用 
・第6回日本天文学会ジュニアセッション予稿集「月

のクレーターの深さの求め方、及びその深さと直径の

関係」慶應義塾高等学校様

https://www.asj.or.jp/jsession/old/ 
・あなたでもできるデジカメ天文学

・astropics
https://astropics.bookbright.co.jp/craters-on-the-
moon
８，謝辞 

スリットビューアの開発に携われた株式会社昭和機

械製作所の渡邉 和明様に感謝申し上げます。 

クレーターの深さを計測するにあたり助言を下さっ

た会津大学上級准教授、平野 成様に感謝申し上げま

す。 

流星群の眼視観測における解析と考察 

科学部 天文班 

垂水 綾之介、一政 志道、尾﨑 愛星、河野 恵一朗、佐藤 光優、寺坂 天志、西田 珂凜（高 1） 

【宮崎県立宮崎北高等学校】 

要要旨旨  

 流星とは，小さな物質が地球の大気圏に飛び込んで激しく熱と光を発して消滅をしていく

現象のことである。流星は，ビデオ観測や眼視観測によって確認できる。今回，２０２３年８

月１３日１７時ごろに極大を迎えると予報のあったペルセウス座流星群を２０２３年８月１

３日２１時〜１４日４時まで眼視観測を行った。観測した結果，予報とは違い１４日２時ごろ

に１番多く流星が観測された。

11．．動動機機及及びび目目的的
私たちは流星観測の良さを広め，流星をより多くの人

たちに身近に感じてもらいたい。そこで流星観測のなか

でも誰でも容易に取り組める眼視観測の正確性を調べよ

うと考えた。そこで，８月１３日にペルセウス座流星群

の眼視観測を行い，観測予報と結果を比較する。

22..観観測測方方法法
今回は，ペルセウス座流星群を観測する。観測期間は

２０２３年８月１３日２１時００分～８月１４日４時０

０分である。観測場所は西都原古墳第二古墳群駐車場（緯

度３２°７′２３″経度１３１°２３′２４″標高６５.５m）で

ある。

今回は眼視観測で行う。流星の速さを R(rapid:速
い ),M(medium: 普通 ),S(slow: 遅い ) に ,V(very: たいへ

ん),r(rather:やや)を組み合わせ,速い方から７段階で分類

し,観測できた流星の流れた位置をその付近の星座で記

入する。観測開始から，１０分おきに見上げている空の

雲量と最微光星を調べプロット観測記録紙に記入する。

記入と観測は７人で行った。

33..観観測測結結果果
今回の観測では，

合計で２９２個の流

星を観測できた (図

1)。

44..考考察察
((11))観観測測予予報報ととのの差差

アストロアーツの

観測予報から８月１

３日の１７時が極

大，１３日の宵から

明け方にかけて流星

数が少なくなってい

くといわれていた。実際観測を行い，２時ごろの流星数

が７６個で最大という結果が出た。観測を始めた２１時

から流星数は増加していた（図１）。上記から予報通りの

観測結果でなかったといえる。

⑵⑵輻輻射射点点かかららななすす角角度度とと速速ささのの関関係係

流星が流れた位置を星図に表した。それを輻射点を０

度として２０度毎同心円状に区切りグラフにした（図２）。  

作成したグラフを見ると１００度にかけて流星数が増

加している。これは相対速度が関係していると考えた。

R，S のどちらも

輻射点を０度と

したときに１０

０度付近が一番

流星を観測する

ことができた。  

⑶⑶等等級級とと流流星星数数

のの関関係係

等級ごとの群

と散在のグラフ

を見ると，等級が

下がるにつれて，

見えた流星数が

多くなっている

(図３)。上記のこ

とから，光害の少

ない場所や月明

かりが少ない時

間帯で観測する

とより多くの流

星を見ることが

できると考えら

れる。

55..ままととめめ
より多くの流

星を見るためには観測時に光害が少なく輻射点からある

程度離れた場所を観測する方がよい。 

66..参参考考文文献献
１)天文学の図鑑 著者 池田 圭一著，株式会社技術評

論社，２０１５年

２）流星眼視観測マニュアル， 日本流星研究会事務局

記録観測（溝口 秀勝） 流星観測便利帳（岡 雅行）２

００５年，https://s50045684d61aef20.jimcontent.com/
download/version/1688113524/module/12460865327/n
ame/眼視観測マニュアル.pｄf 

３）流星観測用星図（J2000.0） 第２版 日本流星研究

会  事務局  SUZUKI Satoru 著  ２ ０ １ ６ 年 ，

https://www.web-nms.com/ホーム/日本流星研究会/流星

観測用星図/

0

１６

講演　０７Ｔ


